
「
野
田
笛
浦
」
覚

え

書

國

金

海

二

大
正
八
年

八
一
九

一
九
)
十

一
月

に
、
百
人

の
故
人
が
生
前

の
功
労

に
よ

っ

て
位
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
正
五
位
を
贈
ら

れ
た
人
が
三
十
五
名
、
、
名
を
知
ら
れ
た
人
に
鈴
木

重
胤

(国
学
者

、
著
に

『
日
本
書
紀
伝
』
『詞

の
捷
路
』
な
ど
)
、
橘
曙
覧

(歌

人

・
国
学
者
、
歌
集

に

『志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
)
、
東
条
義
門

(国
語
学
者
、
著

に

『山

口
栞
』

『活
用
指
南
』
な
ど
)
、
華
岡
青
洲

(外
科
医
)
な
ど
が
お
り
、

と
も

に
江
戸
後

期
に
活
躍
し
た
人
達
で
あ

る
。

そ
れ
ら

の
著
名
人

に
ま
じ

っ
て
野
田
笛
浦

(希

一
、

一
七
九
九
r

一
八
五
九
)

と

い
う
今
日
で
は
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
て

い
な

い
詩
人

が
い
る

(そ
の
経
歴
に

つ
い
て
は

『
文
藝
論
叢
』
二
十
四
号
に
略
述
し
た
)。

彼
は
ど

の
よ
う
な
功
労
に
よ

っ
て
正
五
位
を
追
贈

さ
れ
た

の
で
あ

ろ
う
か
。

国
立
公
文
書
館

に
残
さ
れ
て

い
る
記
録
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

旧
丹
後
田
辺
藩
執
政

故

野
田

希

一

笛

浦
ノ
号
ヲ
以
テ
儒
林
ノ
重

ヲ
為
セ
リ
文
政
九
年
清
国
ノ
商
船
得
泰
号
駿
河

オ
清
水
港

二
漂
着

シ
駿
府
代
官
之

ヲ
長
崎

二
護
送
ス
ル

ニ
際
シ
官
差

二
応
シ

テ
船

二
在

リ
筆
談
シ
テ
清
客

ヲ
驚
服
セ
シ
メ
タ
ル
ヨ
リ
名
声
海
内

二
播
キ
尋

テ
旧
田
辺
藩
主
牧
野
氏
ノ
抜
擢

ス
ル
所
ト
ナ
リ
テ
遂

二
執
政

二
任

セ
ラ

レ
学

制

ヲ
革
メ
テ
文
教

ヲ
興
シ
海
防

二
備

ヘ
テ
砲
台

ヲ
築
キ

一
藩
文
武

ノ
綱
紀
ヲ

振

ヘ
リ
砲
術
未

タ
進

マ
ス
諸
藩
未

タ
著
手
セ
サ
ル
モ
ノ
多
キ
ノ
時
僻

陬
ナ

ル

田
辺
藩

二
於
テ
工
事
数
年

三
旦
ゆ
堅
牢
ナ
ル
台
場

ヲ
造
リ
テ
大
砲
大

形
三
門

小
形
六
門

ヲ
備

へ
以

テ
日
本
海

ノ
要
津
タ
ル
今
ノ
舞
鶴

二
於
ケ

ル
防
備

ヲ
完

ラ

シ
タ
ル

ハ
儒
学

ヲ
研
鑚
シ
文
教

ヲ
振
起
シ
タ
ル
ノ
功
労

ヲ
シ
テ
更

二
光
輝

ア
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
謂

フ
可
シ

こ
れ
に
よ
る
と

「儒
学
ヲ
研
鑚
シ
文
教

ヲ
振
起
シ
タ
」
こ
と
お
よ
び
、
「学
制

テ
革

メ
テ
文
教
ヲ
興

シ
」
た
こ
と
と

「
海
防

二
備

ヘ
テ
砲
台

ヲ
築
」

い
た

こ
と

が
主
な

理
由

の
よ
う

で
あ
り
、

『攝
東
七
家
詩
鈔
』

(嘉
永
二
年
刊
)
や

『嘉
永

二
十
五
家
絶
句
』
な
ど

に
名
を

つ
ら
ね
て

い
る
詩
人
と
し
て
の
笛
浦

の
姿
は
全

く
み
ら
れ
な

い
。

こ
れ
は
義
門
が
用
言

の
活
用
の
研
究
や
、
青
洲
が
麻

酔
剤
を
案
出
し

て
外
科

手
術

に
成
功
し
た
こ
と
な
ど
を
評
価
さ
れ
て
贈
位
さ
れ
て

い
る

の
に
比

べ
て
文

学
に
対
す
る
評
価

の
低
さ
な

い
し
は
無
視
を
表
す
も

の
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
主
な
贈

位
理
由
を
も
う

少
し
詳
し
く

み
て
み
た
い
。

「
儒
学
ヲ
研
鑚
シ
文
教

ヲ
振
起
シ
タ
」
「学
制

ヲ
革

メ
テ
文
教

ヲ
興

シ
」
と
は
、

具
体
的

に
は
十
三
歳
よ
り
江
戸
に
遊
学
し
古
賀
精
里

の
塾

に
入
り
、
後
、
昌
平

黌

に
学
ん
だ
こ
と
と
、
田
辺
に
帰

っ
て
か
ら
藩

の
学
問
所
を
創
設
ま
た
は
刷
新

し
た

こ
と
な
ど
を
指
す

の
で
あ

ろ
う
が
、
学
問
所
創
設
に
つ
い
て
は
確
証
は
な

い
よ
う

で

(『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
は
元
治
元
年

〈
一
八
六
四
〉
と
あ
る
)、
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ま
た
帰
藩
後
に
お
け
る
笛
浦
に
つ
い
て
、
,『
近
世
藩
校

に
於
け
る
学
統
学
派

の
研

究
』
(笠
井
助
治
)
に
は

「田
辺
藩

の
学
風
は
、
…
…
純
闇
斎
学
を
唱
道
し
、

一

藩
挙

っ
て
闇
斎
派
朱
子
学
風
を
確
信
遵
奉
し
、
昌
平
学
派

の
笛
浦
の
学
風
と
は

や
や
趣
を
異
に
し
た
た
め
か
、
或

い
は
異
常

の
抜
擢

と
諸
政
治
革
新
に
対
す
る

反
感
も
手
伝

っ
て
か
、
家

老
筆
頭

の
闇
斎
派
牛
窪
松

軒
等
と
意
見
合
わ
ず
、
笛

浦
は
没
す

る
ま
で
学
問
所
に
於

て
蘊
畜
を
傾
け
て
講
学
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

そ
し
て
、
以
後
に
於
け
る
純
正
闇
斎
学
派
と
昌
平
学
派
抗
争

の
種
を
播

い
た
。
」

と
も
述

べ
ら
れ
て
お
り
、,
特

に
と
り
た
て
て
言
う
ほ
ど
の
も

の
で
は
な

い
。

次

の

「
海
防

二
備

ヘ
テ
砲
台

ヲ
築
」

い
だ

こ
と
に
対
し

て
は
、
異
国
船

の
渡

来
が
相

つ
い
だ
時

に
日
本
海
沿
岸

の
海
防
に
意
を
用

い
た

こ
と
で
あ

り
、
正
当

に
評
価
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
功
労

で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
笛
浦

の
追
贈
理
由
に
は
次

の
二
点

が
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う

か
。

一
つ
は
、
得
泰
号
上

で

「筆
談

シ
テ
清
客
ヲ
驚
服
セ
シ
メ
タ

ル
」
こ
と

で
あ

る

(詳
し
く
は

『文
藝
論
叢
』
二
十
四
号
参
照
)
。
大
正
八
年
前
後
の
日
本

の
状

況
を

み
る
と
、
第

一
次
世
界
大
戦

(
一
九

一
四
…

一
九

一
八
)
に
参
加
し
、
そ

の
さ
な
か

一
九

一
五
年

に
中
国

に
対
し
て
二
十

一
か
条

の
不
当
な
要
求
を

つ
き

つ
け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
で
は
排
日
運
動
が
盛

ん
に
な
り
、

一
九

一

九
年
の
五

・
四
運
動

へ
と
進
展
す

る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
に
、
中
国

一

辺
倒
と
も

い
う

べ
き

風
潮

の
江

戸
時
代
に
あ

っ
て
も
中
国

の
文
化
人
と
互
角
以

上
に
わ
た
り
あ
え
る
青
年

の
い
た
こ
と
を
示
し
た
か

っ
た

に
違

い
な

い
。

こ
れ

は
先
に
挙
げ
た
鈴
木
重
胤

・
橘
曙
覧
な
ど
国
粋
主
義
を
主
張
す
る
国
学
者
た
ち

や
今

日
で
は
無
名

の
南
朝

の
遺
臣
た
ち
が
被
贈
位
者
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
と

と
も
に
時
代

の
反
映

で
あ
ろ
う
。
(ち
な

み
に
、
こ
の
頃
は
南
朝
正
統
論

が
ほ
ぼ

主
流
を
占
め
た
時
代

で
あ
る
〉
。

も
う

一
つ
の
理
由
は
、
贈
位

に
関
す
る
記
録
に
は
触
れ
ら
れ

て
い
な

い
が
、

彼

の
詩
文

に
対
す

る
隠
れ
た
評
価
も
与

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。
詩
は
前

記
の
よ
う

に
嘉
永
年
間
に
は
世

に
聞
こ
え
た
詩
入

で
あ
り
、

文
も
ま
た
僧
月
性
に
よ

っ
て
斎
藤
拙
堂
ら

と
と
も
に

「文
章

の
四
大
家
」
と
称

せ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
が
贈
位
に
全
く
関
係
な

い
と
は
考

え
ら
れ
に
く

い
。

こ
れ
は
橘
曙
覧
が
国
粋
主
義
を
精
神
と
す
る
国
学
思
想
を
信

奉
し
鼓
吹
し
た
こ
と

の
み
に
よ
る
贈
位
と
は
思
え
ず
、
彼

の

「
万
葉
を
学
び
て

万
葉
を
脱
し
」
と
正
岡
子
規

に
評
さ
れ
た
歌
人
と
し
て
の
評
価
も
併
わ
ぜ
て
の

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
ば
、
笛
浦

の
詩
と
は
ど
の
よ
・γ
な
も

の
か
。
律
詩

・
絶
句
を
そ
れ
ぞ
れ
二

首
挙

げ
る
。
「昌
平
橋
納
涼
」
(『
嘉
永
二
十
五
家
絶
句
』
所
載
)
以
外
は

『海
紅

園
小
稿
』
(得
泰
号
に
持
参
し
、
朱
柳
橋
、
江
芸
閣
に
評
を
乞

い
、
ま
た
頼
山
陽

・

篠
崎
小
竹
な
ど

の
批
評
も
付
さ
れ

て
い
る
。
笛
浦
二
十
八
歳
以
前

の
作
品
)
『攝

東
七
家
詩
鈔
』

(篠
崎
小
竹
の
序
、
広
順
旭
荘

の
跋
を
付
し

て
上
梓
)
に
あ
り
、

さ
ら
に

「秋
夜
所
感
」
は

『東
瀛
詩
選
』
(清
末

の
最
も
著
名
な
学
者
、
兪
越

が

選
ん
だ
日
本
漢
詩

の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
i
。
笛
浦

の
詩
は
十

↓
首
が
選
ば
れ
て

い
る
)

に
も
採
与
れ
、
ま
た
そ
れ
に

「春
游
」
の

一
部
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

秋
夜
書
感

篝
灯
焔
尽
漏
声
長

人
対
好
書
如
遇
友

秋
寒
霜
気
穿
帷
帳

抛
擲
枌
楡
成
底
事

半
煙
全
銷
榻
上
香

雁
伝
遠
信
似
還
郷

夜
久
月
痕
臨
屋
梁

風
花
一
任
十
年
狂

,
こ
の
詩

に
つ
い
て
、
柳
橋
は
頷
聯
と
最
後

の
旬
に
圏
点
を
打
ち

「唐
音
遺
響
」
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と
評
し
、
山
陽
は

「頸
聯
十
四
字
、
千
古
不
朽
」
、
と
称
揚
し
て
い
る
。
柳
橋
の

指
す
頷
聯
は
陳
腐
な
句

で
あ
る
が
、
頸
聯

の
と
く

に

「
夜
久
し
く
し
て
月
痕
屋

梁
に
臨

む
」
は
す
ぐ
れ
た
表
現
と

い
え
よ
う
。
な
お

・『東
瀛
詩
選
』
で
は
第
五

句
を

「秋
深
霜
気
侵
帷
帳
」
、
第
八
旬
を

「
風
花
贏
得
十
年
狂
」

に
し
て

い
る
。

湊
川
懐
古

六
竜
税
駕
果
何
州

其
奈
東
魚
呑
碧
海

一
時
妙
算
翻
韜
略

熱
血
灑
沙
凝
不
散

砥
柱
誰
人
捧
急
流

幸
看
南
木
護
金
甌

三
世
精
忠
貫
斗
牛

染
成
紅
蓼
満
川
秋

こ

の
詩

に
つ
い
て
、
柳
橋
は
第

五
句
以
下
に
圏
点
を
打
ち

、「蒼
凉
悲
壮
」
と

評
し
、

山
陽
は

「
頸
聯

工
力
兼
到
、
可
謂
雄
麗
」
と
言

い
、

さ
ら

に

「
清
商
眼

未
看
太
平
記
、
然
能
知
其
蒼
凉

悲
壮
、
詩
之
感
人
如
此
」
と
、

こ
の
詩

が
楠
氏

の
悲
壮
な
最
後
を
知
ら
な

い
柳
橋
を
も
感
動
せ
し
め
た
こ
と
を
記
し
、
詩

の
も

つ
力
と

い
う
も

の
を
特
筆
し
て

い
る
。
(な
お
、
笛
浦
に
は
こ
の
外

の
詠
史
詩
と

し
て

「芳
埜
懐
古
」
と
題
す
る

「南
山
往
事
夢
茫
茫

万
樹
春
深
不
復

香

日

夜
陰
風
吹
自
北

小
楠
無
力
護
花
王
」
な
ど
が
あ
る
)
。

春

游

春
服
含
風
軟

落
花
深

一
寸

趁
晴
任
所
之

不
怪
馬
蹄
遅

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
柳
橋
は
転

・
結
句
に
圏
点
を
付
し

「香
艶
動
人
」
と
評

し
て

い
る
。
ま
た

『東
瀛
詩
選
』
で
は
逸
詩
と
み
な
さ
れ
、
兪
越
が
記
憶
し
て

い
た
転

・
結
句

の
み
が
紹
介
さ
れ

「其
語
殊
俊
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

二
人

の
中
国
人
か
ら
賞
美
さ
れ
た
二
句
は
、
た
し
か
に
桜

の
花
び
ら

の
散
り
し
く
な

か
、
馬

の
歩

み
に
ま
か
せ
て
春
を
訪

ね
て

い
る
有
様
が
巧
み
に
詠
わ
れ
て

い
る
。

昌
平
橋
納
涼

夏
雲
擘
絮
月
斜
明

数
点
篝
灯
橋
外
市

細
葛
含
風
歩
歩
軽

籠
虫
一
担
売
秋
声

と

こ
ろ
ど

こ
ろ
に
か
が
り
火
が
燃
え

て
い
る
橋

の
た
も

と
の
夜
店
の
列
、
そ

の
な
か
に
虫
か
ご
を
並

べ
て
早
く
も

「秋
声
を
売
る
」
店
が
あ
る
、
と
し
た
転

・

結
句
が
と
く

に
面
白

い
。
詩
材
を
身
近
な
も
の
に
と
り
、

そ
れ
を
平
明
な

こ
と

ば

で
表
現
す
る
と

い
う
江
戸
時
代
後
期

の
詩

の
特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
お
り
、

同
じ
く
江
戸
風
物

を
詠
じ
た
松
崎
慊
堂

の

「夜
市
納
涼
」
と
題
す
る
絶
句

「黄

昏
浴
罷
去
迎
風

灯
市
循
祥
西
又
束

時
節
未
秋
秋
已
至

満
街
夜
色
売
虫
籠
」

と
肩
を
並

べ
る

こ
と
の
で
き
る
佳
作

で
あ
ろ
う
。

以
上
四
首

の
う
ち

「昌
平
橋
納
涼
」
を
除

い
て
は
二
十
八
歳
以
前

の
作

で
あ

り

(「
昌
平
橋
納
涼
」
は
作
詩
年
代

不
明
V
、
決
し

て
笛
浦
の
代
表
作

と
い
え
る

も

の
で
は
な

い
が
、
村
上
仏
山
が
長
崎

の
友
人

か
ら
詩
稿
の
批
評
を
求
め
ら
れ

た

の
に
対
し
て

「
清
客
詩
を
論
じ
て
妙
趣
多
し
」
と

い
う
句
を
含
ん
だ
詩

の
あ

る
の
を
ふ
ま
え
て
、
清
客

の
批
評

の
あ
る
も

の
を
三
首
選
ん
だ

の
で
あ

り
、
外

に
佳
篇
は
少
な
く
な

い
。
し
か
し
詩
人
と
し
て
の
笛
浦
は
現
在
ほ
と
ん
ど
忘
れ

ら
れ
て
お
り
、
公
的
な
記
録
に
は
そ

の
俤
す

ら
と
ど
め
て

い
な

い
。
す
な
わ
ち

こ
の
小
文
を
書
か
せ
た
所
以
で
あ
る
。
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